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「やっぱり、そうですよね」

「ところで、工数見積りが出来るための前提条

件って分かるかな？」

「やっぱりサイズ見積りですよね」

「そうだね。成果物のサイズを見積もらない

と、工数は出てこないからね。で、どのような

成果物を作ることになるか、はっきりしている

の？」

「要求仕様書とか、設計書とかいうのはリスト

に上がっています」

「う～ん、奥歯に何か挟まっているね。その成

果物は、プロジェクトの中で使い道がはっきり

イメージ出来ているのかな？」

「使い道って？」

「中間成果物は、それが後のプロセスで使われ

て価値が出るんだよ。作るプロセスは一つで

も、それをいろんなプロセスが入力に使ってく

れることで、作り出した時間が回収できるわけ

だ。後の使い方を考えて成果物の構成や内容を

決めておかないと、折角作っても、活用されな

い事になってしまう。揚げ句の果てには、後に

なって、また急にメモみたいなものを作って間

に合わせることにも成りかねないね」

彼は、これに答える様子を見せないまま黙って

コーヒーを飲んでいる。どうやら図星だ。

「どうやら、成果物が作りっ放しになっている

ようだね」

「そういわれれば、作りっ放しなのかも知れま

せんね。後の作業ではっきりと活用していると

いうでもないですね。でも、そんなもんだと

思っていたのですが、違うんですか？」

「なるほど、今までそのような状況を疑いもし

なかったわけだ」

「決められたドキュメントを作りながら作業を

進めていけば良いのだと思っていたのですが」

「まったく間違いというわけでは無いがね。そ

こであるドキュメントを作るのに、それまでに

作ったドキュメントや、既にあるドキュメント

を入力として使うよね」

「はい、参考にしたりします」

「たとえば、システム設計書は、その後のタス

クの設計作業に対して、有効な情報を与えるは

ずで、最初からそれを狙ってシステム設計書を

作るよね」

「そうか、マスターの言いたいこと

が分かってきたですよ！」

どうやら、自分たちがこれまでやって来た作業

に対して感じていた空疎な感覚の、出所らしい

ものに気がついたようだ。下唇を噛んで続け

た。

「正直言って、システム設計書がタスク設計の

前に書かれなければならないという

認識はあったけど、その中のどの部

分が、タスクを設計するという作業

の入力になるのかと言うところまで

考えたことはなかったです」

立春を過ぎると確かに暖かい日が増えてくるか

ら、暦はじつに上手く出来ている。庭にある梅

の木が、ちょうど気持ちよさそうに薄桃色の蕾

を膨らませ、ちらほらと咲き始めた。いつまで

眺めていても飽きない。実に絶妙のバランスで

ある。でも、今のエンジニア達は、季節の移ろ

いを感じる余裕はあるのだろうか。

「おはよう、マスター」

と、しばらく顔を見せなかった客

が入ってきた。

「いらっしゃい、しばらく振りだね」

と、声を掛けたものの・・・う～ん、重いな。

彼は、黙ってカウンターの奥の席に座って、灰

皿を引き寄せる。真ん中に座らなかった。

「今日は一人？」

「いつもの彼は、月曜から休んじゃって」

「風邪でも引いたの？」

と言いながら、いつものブレンドコーヒーの準

備に取り掛かる。

「ダウンしちゃったみたい」

「あら～、仕事のし過ぎかね？　確か、３ヶ月

程前に来たとき、要求仕様の書き方の話をし

たっけ？」

「マスター、良く覚えてるんですね。あのあ

と、会社の方針で、ＣＭＭの審査を受けるとい

うことになっちゃてね。そこでアセスメントが

入ったんですよ」

「なるほど、効果的にＣＭＭに取り掛かろうと

いうわけね」

「そうなんですが、いっぱい指摘されてしま

い・・・」

「業務とＣＭＭの両方で疲れが出たわけだ」

といって、出来立てのコーヒーをカップに注い

で、彼の前に滑らせた。

「でも、要求仕様の取り組みは出来ているので

しょう？」

というと、バツの悪そうな顔をして、

「その前に、ＣＭＭの取り組みが来てしまった

んですよ。だから、実際に要求仕様を書いてみ

るということが出来ていません」

「とすると、見積りはどうした？　計画書の中

に入るよね」

「はい、計画書でそのことが求められています

ので、見積りは書いていますが・・」

と云って自信のない顔をしている。

「サイズは見積もっていないのかな？」

「いえ、一応書いていますが・・・」

「殆ど根拠がないっていうことね。それじゃ、

体裁を整えているだけで、何の支援にもならな

いね。むしろ、時間が失われていくだけじゃな

いの？」

「そうなんですが、それで相棒もダウンし

ちゃったんです」

「今からでも、見積りのところをカバーしない

と、どんどん悪くなるよ」
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成果物とプロセスのきちんとした連鎖を作
らなければ、無駄な作業が入り込んでしま
うし、見積りも狂ってしまう。

「結構、みんなそんな感じで作業をしているの

かも知れないね」

「システム設計書の入力は、要求仕様ですよ

ね」

「そうだけど」

「僕ら、まだ要求仕様と言えるものは書けてい

ないのかも知れないけど、実際に

は、沢山の項目が書かれますよね」

「何を心配しているの？」

と意地悪してみた。

彼は、何千もの仕様の項目を、システム設計で

どう扱うのかイメージできないようだ。

「いえ、あの山ほどある要求仕様の全ての項目

を、システムを設計するというプロセスで、ど

う扱うのでしょうか」

「やっぱり、そこで引っ掛かってたんだね。要

求分析という中に“抽象化技術”というのが

あったでしょう」

「はい、見たことがあります。でも良く分から

ないままになっています」

「“Abstract” と言えば分かるかな？」

「要約するという意味ですよね。そうか、“抽

象化”とうのは“Abstract ion”の事ですか。一

杯ある要求項目の中で、システムを設計するの

に必要な要件を抜き出すことですね」

「そういうことだね。ところで、新規開発で要

求仕様を書くときに、これが、システム設計の

入力になって、そこである基準に照らして

“Abstract ”されることが分かっているなら、

それまでに、この仕様が難しいですよと印をつ

けておけば、システム設計作業は、スムースに

進むよね」

「はい、そう思います。そのためには、要求仕

様を書く人が“これって難しいから注意して

ね”ということでマークしておけばいいです

ね」

「そのとおり、でも、要求仕様を書く人が、そ

れを判断出来なかったらどうする？　いつもそ

れを判断できる人が書くとは限らないからね」

「その場合は、その後のレビューで、仕様の矛

盾や衝突などをチェックする際に、厳しい仕様

や、パフォーマンスの制限がついている仕様と

かに印をつけることは出来ると思います」

「良いね。分かってきたようだね」

「はい、中間成果物とプロセスを有機的に繋い

だものがあればいいのですね」

「そう、私はそれを“プロセスフローダイアグ

ラム”と呼んで、全体のプロセスと成果物の関

係を見せるために使ってきたんだけどね」

「以前、見せてもらいましたよね。あれがあれ

ば、役に立たない成果物を作らないで済みそう

ですね。プロジェクトで作る成果物の全体が見

え、それを使えば、成果物のサイズ見積りにも

展開出来そうです」

「今までのように、根拠もない見積りにならな

くて済むでしょう」

「何だか、元気ができたような気がします」

「そうかい、そりゃ良かったね。君たちのよう

な若い人に、しっかり活躍して貰わないと、日

本はダメになるからね。頼むよ」

と言うと、彼は私の顔を正面から見て笑った。

　　　　　　　　　●
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議
論
が
表
面
化
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
が
統
合
さ

れ
た
結
果
、
地
域
（
国
）
の
競
争
力
が
、
一

つ
の
物
差
し
で
比
較
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
時
、
「
卒
業
資
格
」
を
持
っ
て
い

て
も
、
学
力
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
て
は
、
そ

の
地
域
へ
の
企
業
の
進
出
の
障
害
に
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
。

し
か
も
子
供
た
ち
本
人
が
、
こ
れ
を
求
め
て

い
る
。
と
い
う
よ
り
、
授
業
の
内
容
を
習
得

し
て
い
な
い
の
に
、
進
級
す
る
の
は
お
か
し

い
と
、
子
供
た
ち
自
身
が
認
識
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
、
時
代
に
立
ち
向

か
え
る
と
実
感
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
を
裏
返
せ
ば
、
授
業
の
内
容
が
殆
ど
理
解

で
き
な
い
ま
ま
卒
業
で
き
て
も
、
社
会
に
出

て
や
っ
て
い
く
自
信
が
持
て
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
今
の
日
本
の
状
態

で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

日
本
に
於
い
て
は
、
ア
ジ
ア
の
小
国
と
思
わ

れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
で
も
、
履
修
結
果
が
悪

け
れ
ば
中
学
校
に
進
め
な
い
制
度
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
小
学
校
の

校
長
は
必
死
に
な
っ
て
、
教
え
方
が
上
手
な

先
生
を
集
め
る
し
、
校
長
自
身
が
、
生
徒
が

脱
落
し
な
い
よ
う
に
、
対
話
の
機
会
を
増
や

し
て
い
る
と
い
う
。
先
生
の
方
も
、
教
え
方

が
上
手
で
あ
れ
ば
、
仕
事
に
就
く
機
会
が
増

え
る
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
最
近
は
ベ

ト
ナ
ム
へ
の
投
資
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

嘗
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
っ
た
日
本
の
競
争

力
が
、
今
日
で
は
、
二
〇
位
以
下
に
低
迷
し

て
い
る
。
そ
れ
は
企
業
の
問
題
で
あ
っ
て
教

育
の
問
題
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
国
の
競
争
力
は
、
結
局
は
教
育
に

よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
教
育
が
時
代

に
合
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

二
〇
世
紀
の
終
盤
あ
た
り
か

ら
、
日
本
の
産
業
が
、
い
わ

ゆ
る
製
造
業
か
ら
知
識
産
業

へ
の
シ
フ
ト
が
迫
ら
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
初

中
等
教
育
が
依
然
と
し
て
、

製
造
業
を
指
向
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
こ
と
の
歪
み

が
、
今
日
の
就
職
率
の
低
迷

と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
経
済
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て

い
る
の
に
、
教
育
が
「
国
民
経
済
」
の
仕

組
み
を
指
向
し
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

時
代
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
の
に
、
文

部
科
学
省
（
旧
文
部
省
）
は
、
時
代
に
合

う
よ
う
に
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
え
て

こ
な
か
っ
た
。
「
構
造
改
革
」
と
い
う
言

葉
が
飛
び
交
っ
て
も
、
そ
れ
は
政
治
や
経

済
の
世
界
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
自
分
た
ち

（
教
育
）
に
は
関
係
の
な
い
と
で
も
思
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
不
登
校
や
学
級
崩

壊
と
い
う
事
態
に
対
し
て
も
、
そ
れ
が
、

時
代
の
変
化
の
う
ね
り
に
巻
き
込
ま
れ
た

子
供
た
ち
の
悲
痛
な
叫
び
に
は
聞
こ
え
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
家
庭
の
躾
け
の
問
題
と

し
て
片
付
け
て
き
た
し
、
揚
げ
句
の
果
て

に
は
、
教
育
内
容
の
後
退
と
い
う
時
代
と

は
逆
方
向
へ
舵
を
切
っ
た
。
「
知
識
産
業
へ

の
シ
フ
ト
」
と
い
う
命
題
を
ど
う
解
釈
し
て

い
る
の
か
、
疑
い
た
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

自
分
の
将
来
に
対
し
て
希
望
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
子
供
が
、
日
本
の
場
合
、
僅
か
二
割

ほ
ど
し
か
い
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て

も
、
そ
れ
は
生
徒
個
人
の
問
題
で
あ
っ
て
、

自
分
た
ち
（
文
部
科
学
省
の
役
人
や
教
育
関

係
者
）
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
と
で
も
思
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
韓
国
や

中
国
で
は
、
八
割
前
後
の
子
供
た
ち
が
、
自

分
の
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

授
業
の
内
容
が
殆
ど
理
解
で
き
て
い
な
い
の

に
、
登
校
日
数
だ
け
で
、
勝
手
に
進
級
し
て

い
く
こ
と
に
生
徒
自
身
が
戸
惑
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
教
育
関
係
者
は
気
付
い
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
程
度
の
均
質
な
労

働
力
の
供
給
が
求
め
ら
れ
た
時
代
で
は
、
そ

れ
で
も
就
職
の
機
会
は
見
い
だ
せ
た
だ
ろ
う

が
、
知
識
産
業
へ
の
舵
が
切
ら
れ
た
今
日
、

そ
れ
で
は
仕
事
に
付
け
な
い
こ
と
は
中
学
生

に
も
分
か
る
。
第
一
、
大
人
が
今
に
な
っ
て

仕
事
を
失
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
の
国
で
、
履
修
状
況
を

確
認
し
た
上
で
進
級
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う

音音

　
逆
に
言
え
ば
、
優
れ
た
人
物
は
、
孤

独
を
う
ま
く
使
っ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
会
社
や
政
治
の
世
界
で
ト
ッ
プ
に

な
っ
た
人
は
、
多
く
の
「
取
り
巻
き
」

に
囲
ま
れ
、
次
々
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

こ
な
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
日
が
終

わ
る
。
中
に
は
、
床
に
つ
く
直
前
ま

で
、
支
持
者
と
の
談
笑
を
殆
ど
毎
日
繰

り
返
し
た
首
相
も
い
る
。
孤
独
な
時
間

よ
り
も
、
ち
や
ほ
や
さ
れ
る
時
間
の
方

が
楽
し
い
の
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
当
に
優
れ
た
人
物
で
あ

る
か
ど
う
か
は
、
二
年
も
経
て
ば
分
か

る
。
二
年
あ
れ
ば
面
の
皮
が
は
が
れ
て

く
る
。
本
人
は
、
皮
が
は
が
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
か
な
い
。
だ
が
、
言
動
は

既
に
変
わ
っ
て
、
顔
の
表
情
も
目
も
明

ら
か
に
違
っ
て
い
る
。
嘗
て
は
孤
独
の

時
間
を
使
っ
て
、
自
己
と
の
対
話
を
繰

り
返
し
た
人
で
も
、
有
名
に
な
っ
て
、

孤
独
の
時
か
ら
離
れ
て
い
く
う
ち
に
、

取
り
巻
き
か
ら
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
す

る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
判

断
も
決
断
も
間
違
う
よ
う
に
な
る
。

　
若
い
う
ち
か
ら
、
「
孤
独
」
を
上
手

に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
く
こ
と

だ
。
「
孤
独
」
と
向
き
合
う
こ
と
を
恐

れ
な
い
こ
と
だ
。
「
孤
独
」
の
中
で
、

自
己
と
の
対
話
を
す
る
時
間
を
習
慣
と

す
る
こ
と
だ
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
こ

で
の
思
索
の
結
果
を
文
字
に
し
て
残
し

て
お
く
と
な
お
良
い
。

　
騒
然
と
し
た
音
と
無
意
味
な
画
像
の

追
跡
で
一
日
を
終
わ
ら
せ
て
い
る
と
、

次
第
に
思
考
す
る
力
が
失
わ
れ
て
い

く
。
自
己
と
の
対
話
が
出
来
な
く
な
る

し
、
自
分
を
客
観
視
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
そ
し
て
殆
ど
の
人
は
、
自
分
が

そ
の
よ
う
な
状
態
に
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
か
な
い
。

　
「
孤
独
」
を
う
ま
く
活
用
で
き
な
い

人
が
会
社
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
ら
、
そ

の
会
社
の
行
き
着
く
先
は
知
れ
て
い

る
。

中
国
か
ら
の
大
量
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
と

い
う
形
で
、
一
部
の
短
大
の
無
理
な
経
営
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
知
識
産
業

へ
の
シ
フ
ト
が
高
学
歴
化
を
も
た
ら
し
、
そ

の
結
果
と
し
て
「
短
大
」
が
時
代
の
波
の
中

で
そ
の
存
在
を
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
別
に
「
短
大
」
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
。
四
年
制
大
学
で
あ
っ
て
も
、
必
要
な

知
識
を
吸
収
し
な
か
っ
た
学
生
は
、
卒
業
し

て
も
仕
事
に
あ
り
つ
く
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ

う
。
知
識
産
業
へ
の
シ
フ
ト
は
、
学
生
に
対

　
　

「
孤
独
は
、
す
べ
て
の
す
ぐ
れ
た
人
物
に

　
課
せ
ら
れ
た
運
命
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
（
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
）

高
校
卒
業
生
の
就
職
率
が
低
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
「
こ
の
問
題
は
、
関

係
者
が
連
携
し
て
対
応
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
の
が
政
府
の
セ
リ
フ
だ
が
、

果
た
し
て
、
ど
う
「
連
携
」
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
関
係
者
が

“
ち
ょ
っ
と
”
連
携
し
た
ぐ
ら
い
で
解
決
す
る
問
題
で
は
な
い
と
思
う
が
。

し
て
、
高
度
な
知
識
の
習
得
を
求
め
て
い

る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
習
得
の
時
間
が
四

年
で
も
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

時
代
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
教
育
は
、
望
ま
し
い
方
向
に
変

わ
っ
て
い
な
い
。
今
年
も
、
就
職
の
機
会
を

得
ら
れ
な
い
高
校
生
が
大
量
に
出
て
く
る
。

せ
め
て
、
英
語
が
自
在
に
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
何
と
か
な
る
の
だ
が
。
■

今月の一言

時代の迷い子


